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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】
 

回次
第93期
第１四半期
連結累計期間

第94期
第１四半期
連結累計期間

第93期

会計期間
自 平成28年４月１日
至 平成28年６月30日

自 平成29年４月１日
至 平成29年６月30日

自 平成28年４月１日
至 平成29年３月31日

売上高 (千円) 4,986,525 4,713,246 21,051,743

経常利益 (千円) 861,518 556,946 2,620,728

親会社株主に帰属する四半期
(当期)純利益又は
親会社株主に帰属する四半期
純損失(△)

(千円) △842,761 1,354,121 3,551,636

四半期包括利益又は包括利益 (千円) △1,601,692 1,319,270 3,865,030

純資産額 (千円) 20,380,999 26,779,377 25,652,640

総資産額 (千円) 66,702,883 69,093,910 68,312,023

１株当たり四半期(当期)
純利益金額又は
１株当たり四半期
純損失金額(△)

(円) △10.90 17.61 46.13

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) ─ ─ ─

自己資本比率 (％) 30.6 38.8 37.6
 

(注) １．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりま

せん。

 

２ 【事業の内容】

当第１四半期連結累計期間において、当社グループ(当社及び当社の関係会社)において営まれている事業の内容に

重要な変更はありません。

　また、主要な関係会社についても異動はありません。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

当第１四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のうち、

投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等の

リスク」についての重要な変更はありません。

　なお、重要事象等は存在しておりません。

 

２ 【経営上の重要な契約等】

契約会社名 相手方の名称 契約内容 契約施設 契約期間

株式会社
よみうりランド(当社)

神奈川県
川崎競馬組合

賃貸借契約 川崎競馬場
平成29年４月１日から
平成30年３月31日まで

株式会社
よみうりランド(当社)

千葉県競馬組合 　　〃 船橋競馬場
平成29年４月１日から
平成30年３月31日まで

 

 
３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1) 業績の状況

当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、一部に改善の遅れがみられるものの、緩やかな回復基調が続

きました。当社グループの関連する業界に影響を及ぼす個人消費については、持ち直しの動きが続く状況で推移い

たしました。

このような状況の下、当社グループは新規イベントの開催や既存イベントの強化などの積極的な営業展開によ

り、顧客満足度の一層の向上に努めて参りました。

公営競技部門の川崎競馬は、前年同四半期比１日減となる15日開催されました。６月には重賞「関東オークス」

が開催され、売上金額において昨年のレースレコードを更新するなど盛り上がりを見せました。また、新たな顧客

の獲得を目指し、「神奈川キャンピングカーフェア」や「100円ビールフェスin川崎」など様々なイベントを開催し

たところ、平成28年２月にオープンした商業施設「マーケットスクエア川崎イースト」からの利用客も相まって、

多くのお客様で賑わいました。なお、ＪＲＡの場外発売施設「ウインズ川崎」は、前年同様26日実施されました。

船橋競馬は、前年同様15日開催されました。３年目を迎えたナイター競馬「ハートビートナイター」は、今年も

４月から開催いたしました。５月にはビッグレース「かしわ記念」が開催され、同日には恒例の「おうまフェス２

０１７」を近隣商業施設と共に主催し好評を博しました。ＪＲＡの場外発売「Ｊ－ＰＬＡＣＥ船橋」は前年同様13

日実施されました。平成28年４月にオープンした複合型場外発売施設「サテライト船橋・オートレース船橋」での

発売は前年同四半期比７日増となる91日実施されました。オートレース選手とのファンミーティングなど様々なイ

ベントを開催し、好評を博しました。

ゴルフ部門の東京よみうりカントリークラブは、自主コンペを積極的に開催したこともあり、入場者は増加いた

しました。なお、本年７月20日より乗用カートの運用を開始いたしました。

よみうりゴルフ倶楽部は、自主コンペが堅調に推移したことや積極的な外部営業などを実施した結果、入場者は

増加いたしました。なお、遊園地のイベント「ほたる・ねぶたの宵」と連携したクラブハウスレストランのイベン

ト「ほたる・ねぶたの宵 特別ディナー」を開催し、好評を博しました。

静岡よみうりカントリークラブは、レディースウィークなど女性をターゲットとした施策を継続的に実施いたし

ました。また、特産品やスイーツなどを賞品としたオープンコンペなどが集客に寄与した結果、入場者は増加いた

しました。

千葉よみうりカントリークラブは、リピーター獲得のため、来場者に積極的にアピールする優待施策などを実施

した結果、入場者は増加いたしました。

遊園地部門の遊園地では、今年もゴールデンウィークに全国のご当地グルメを集めた「全国ご当地大グルメ祭２

０１７」を開催し、初夏には恒例のほたる観賞イベントが今年は青森ねぶたを会場内で展示する「ほたる・ねぶた

の宵」として開催され盛り上がりを見せました。また、６月中旬からはエンタテイメントプロジェクト「ＨｉＧ

Ｈ＆ＬＯＷ」の世界を体験できる「ＨｉＧＨ＆ＬＯＷ ＴＨＥ ＬＡＮＤ」と「ＨｉＧＨ＆ＬＯＷ ＴＨＥ ＭＵＳＥ

ＵＭ」を開催し、好評を博しております。しかしながら、４月の悪天候や前年同四半期の入場者数が昨年３月に

オープンした「グッジョバ!!」による効果で高水準だった影響もあり、入園者は減少いたしました。
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温浴施設「丘の湯」は、食品の抽選会や回数券ポイント２倍キャンペーンなどのイベントが好評を博しました

が、４月の荒天の影響などにより入場者は減少いたしました。なお、丘の湯プラザの中華レストラン「天安」では

「ほたる・ねぶたの宵」と連携した「天安 ほたる・ねぶたの宵 特別ディナー」を実施したほか、プラザ内のベー

カリーや和菓子店においても「ほたる・ねぶたの宵」にちなんだ商品を販売し、好評を博しました。

温浴施設「季乃彩（ときのいろどり）」は、変わり湯などのイベントを実施した結果、入場者は増加いたしまし

た。

ゴルフガーデン（練習場）は、「スタンププラス１キャンペーン」や「梅雨入りスタンプ２倍デー」などのイベ

ントを実施した結果、入場者は前年並みに推移いたしました。

親子向け屋内遊戯施設「キドキドよみうりランド店」は、「ほたる・ねぶたの宵」と連携したイベントを開催し

好評を博したものの、外遊び向きの日が多かった事などもあり入場者は減少いたしました。

商業施設「グランツリー武蔵小杉」内の「あそびのせかいグランツリー武蔵小杉店」は、平日イブニングパスの

発売や総来場者数が50万人を達成した記念イベントなどが好評を博したものの、外遊び向きの日が多かった事など

もあり入場者は減少いたしました。

以上の結果、総合レジャー事業の売上高は42億５千２百万円（前年同四半期比5.4％減）となりました。

また、不動産事業の売上高は３億１千４百万円（同10.1％減）、サポートサービス事業の売上高は５億９千９百

万円（同8.4％減）となりました。

この結果、当第１四半期連結累計期間の売上高は47億１千３百万円（前年同四半期比5.5％減）、営業利益は４億

７百万円（同25.3％減）、経常利益は５億５千６百万円（同35.4％減）、親会社株主に帰属する四半期純利益は固

定資産売却益等により、13億５千４百万円（前年同四半期は８億４千２百万円の親会社株主に帰属する四半期純損

失）となりました。

 

(2) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第１四半期連結累計期間において、事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新たに生じた課題は

ありません。

なお、当社は、以下のとおり会社の支配に関する基本方針を定めております。

Ⅰ　基本方針の内容

当社は、当社の企業価値が、当社及びその子会社が永年に亘って培ってきたノウハウ及びブランドイメージに

裏打ちされた経営資源にその淵源を有することに鑑み、特定の者又はグループによる当社の総議決権の15％に相

当する株式の取得により、このような当社の企業価値又は株主の皆様共同の利益が毀損されるおそれが存する場

合には、かかる特定の者又はグループは当社の財務及び事業の方針の決定を支配する者として不適切であるもの

として、法令及び定款によって許容される限度において、当社の企業価値又は株主の皆様共同の利益の確保・向

上のための相当な措置を講じることを、その基本方針といたします。

Ⅱ　基本方針に照らして不適切な者によって当社の財務及び事業の方針の決定が支配されることを防止するための

取組み

当社は、基本方針に照らして不適切な者によって当社の財務及び事業の方針の決定が支配されることを防止す

るための取組みの一つとして、平成19年２月22日開催の取締役会において、当社株式の大規模買付行為に関する

対応方針（以下「平成19年プラン」といいます）を導入いたしました。

その後、平成19年プランは、所要の変更を行った上で継続され（以下、かかる変更後のプランを「平成22年プ

ラン」といいます）、平成22年６月23日開催の当社第86回定時株主総会において、株主の皆様のご承認をいただ

いており、さらに、平成22年プランは、所要の変更を行った上で継続され（以下、かかる変更後のプランを「平

成25年プラン」といいます）、平成25年６月20日開催の当社第89回定時株主総会において、株主の皆様のご承認

をいただいております。

平成25年プランの有効期間は、平成28年６月30日までとなっておりましたが、当社は、平成25年プラン導入以

後の法令及び金融商品取引所規則の改正、買収防衛策に関する議論の動向等を踏まえ、平成28年５月11日開催の

取締役会において、平成25年プランに所要の変更を行った上で、買収防衛策を継続することを決定し（以下、か

かる変更後のプランを「本プラン」といいます）、平成28年６月23日開催の当社第92回定時株主総会において、

本プランについて株主の皆様のご承認をいただきました。

本プランの概要は、以下に記載のとおりですが、これは本プランに対する理解を容易にすることを目的にあく

まで参考として作成したものです。本プランの詳細につきましては、当社ホームぺージに掲載の平成28年５月11

日付「当社株式の大規模買付行為に関する対応方針（買収防衛策）の一部変更及び継続に関するお知らせ」の本

文をご覧下さい。

（参考URL: http://www.yomiuriland.co.jp/ir/news.html）

EDINET提出書類

株式会社よみうりランド(E04602)

四半期報告書

 4/18



 

① 本プラン導入の目的

本プランは、大規模買付者に対して事前に大規模買付行為に関する必要な情報の提供及び考慮・交渉のための

期間の確保を求めることによって、当該大規模買付行為に応じるべきか否かを株主の皆様が適切に判断されるこ

と、取締役会が独立委員会の勧告を受けて当該大規模買付行為に対する賛否の意見又は代替案を株主の皆様に対

して提示すること、あるいは、取締役会が株主の皆様のために大規模買付者と交渉を行うこと等を可能とし、

もって当社の企業価値ないし株主の皆様共同の利益の確保・向上を目的として、導入されたものです。

　

② 本プランに基づく対抗措置の発動に係る手続

(a) 対象となる大規模買付行為

次のアからウまでのいずれかに該当する行為又はその可能性のある行為がなされ、又はなされようとする場

合に、本プランに基づく対抗措置が発動される場合があります。

ア 当社が発行者である株券等に関する当社の特定の株主の株券等保有割合が15％以上となる当該株券等の買付

けその他の取得

イ 当社が発行者である株券等に関する当社の特定の株主の株券等所有割合とその特別関係者の株券等所有割合

との合計が15％以上となる当該株券等の買付けその他の取得

ウ 上記ア又はイに規定される各行為が行われているか否かにかかわらず、当社の特定の株主が当社の他の株主

（複数である場合を含みます。以下本ウについて同じとします）との間で行う行為であり、且つ、当該行為

の結果として当該他の株主が当該特定の株主の共同保有者に該当することとなるような合意その他の行為、

又は当該特定の株主と当該他の株主との間にその一方が他方を実質的に支配し若しくはそれらの者が共同な

いし協調して行動する関係を樹立する行為（ただし、当該特定の株主と当該他の株主の株券等保有割合が

15％以上となる場合に限ります）

(b) 大規模買付者に対する情報提供の要求

大規模買付者には、大規模買付行為の開始に先立ち、意向表明書及び大規模買付情報を提供していただきま

す。

(c) 大規模買付者との交渉等

取締役会は、対価を現金（円貨）のみとする公開買付けによる当社の全ての株券等の買付けが行われる場合

には、60日間（初日不算入）、それ以外の場合には、90日間（初日不算入）の期間を、取締役会評価期間とし

て設定し、当社の企業価値及び株主の皆様共同の利益の確保・向上の観点から評価、検討、意見形成、代替案

立案及び大規模買付者との交渉を行うものとします。

(d) 独立委員会の勧告及び取締役会の決議

独立委員会は、大規模買付者が大規模買付ルールにつきその重要な点において違反した場合で、取締役会が

その是正を書面により当該大規模買付者に対して要求した後５営業日（初日不算入）以内に当該違反が是正さ

れない場合には、原則として、取締役会に対して、大規模買付行為に対する対抗措置の発動を勧告します。

他方、大規模買付者が大規模買付ルールを遵守した場合、独立委員会は、原則として、取締役会に対して、

大規模買付行為に対する対抗措置の不発動を勧告しますが、大規模買付ルールが遵守されている場合であって

も、当該大規模買付者がいわゆるグリーンメイラーである場合等一定の事情を有していると認められる者であ

る場合には、取締役会に対して、対抗措置の発動を勧告します。

取締役会は、独立委員会の勧告を最大限尊重した上で、対抗措置の発動、不発動又は中止その他必要な決議

を行うものとします。

　

③ 本プランの特徴

(a) 基本方針の制定

本プランは、当社の財務及び事業の方針の決定を支配する者の在り方に関する「基本方針」を制定した上

で、導入されたものです。

(b) 独立委員会の設置及びその勧告の最大限の尊重

当社は、本プランの必要性及び相当性を確保するために、独立社外取締役及び独立社外監査役（それらの補

欠者を含みます）並びに社外有識者の中から委員を選任する独立委員会を設置し、取締役会が対抗措置を発動

する場合には、その判断の公正を担保し、且つ、取締役会の恣意的な判断を排除するために、独立委員会の勧

告を最大限尊重するものとしています。
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(c) 株主総会における本プランの承認

本プランの法的安定性を高めるため、本プランにつきましては、平成28年６月23日開催の第92回定時株主総

会において本プランの継続に関する承認議案の付議を通じて、株主の皆様のご意思を確認させていただいてお

ります。

(d) 適時開示

取締役会は、本プラン上必要な事項について、会社法及び金融商品取引法、それらに関する規則、政令、内

閣府令及び省令等並びに当社の株式等が上場されている金融商品取引所の規則等に従って、適時且つ適切な開

示を行います。

(e) 本プランの有効期間

本プランの有効期間は、平成31年６月30日までとします。ただし、かかる有効期間の満了前であっても、

ア）株主総会において本プランを廃止する旨の議案が承認された場合、又はイ）取締役会において本プランを

廃止する旨の決議が行われた場合、本プランはその時点で廃止されるものとします。

　

④ 株主の皆様への影響

(a) 本プランの導入時に株主の皆様に与える影響

本プランの導入時には、新株予約権の発行自体は行われておりません。したがって、本プランは、本プラン

導入時に株主の皆様の権利及び経済的利益に直接に具体的な影響を与えることはありません。

(b) 新株予約権の発行時に株主及び投資家の皆様へ与える影響

取締役会が対抗措置として新株予約権の無償割当ての決議をした場合、基準日における最終の株主名簿に記

録された株主の皆様は、新株予約権の無償割当ての効力発生日に、当然に新株予約権者となります。そして、

当社が新株予約権を取得条項に基づき取得する場合、株主の皆様は、行使価額相当の金銭を払い込むことな

く、当社による新株予約権の取得の対価として、当社普通株式の交付を受けることになります。ただし、例外

事由該当者につきましては、その有する新株予約権が取得の対象とならない、又はその有する新株予約権の取

得の対価として交付される財産の種類が他の株主の皆様と異なることがあります。

　

Ⅲ　上記の取組みに対する取締役会の判断及びその判断に係る理由

前記Ⅱ①に記載のとおり、本プランは企業価値ないし株主共同の利益の確保・向上という目的をもって導入さ

れたものであり、基本方針に沿うものであると当社は考えます。特に本プランは、①当社第92回定時株主総会に

おいて本プランの継続に関する承認議案の付議を通じて、株主の皆様のご意思を確認させていただいており、且

つ、その存続が株主の皆様のご意思にかからしめられている点において株主の皆様のご意思を重視しているこ

と、②対抗措置の発動に際して取締役が独立した第三者的立場にある外部専門家の意見を取得できること、③独

立性の高い独立委員会の設置を伴うものであり、対抗措置の発動に際しては必ず独立委員会の勧告を経る仕組み

となっている上、独立委員会は更に独立した第三者的立場にある外部専門家の意見を取得できること、④対抗措

置の発動、不発動又は中止に関する判断の際に拠るべき基準が設けられていること等から、本プランは当社の企

業価値ないし株主共同の利益を損なうものではなく、当社の取締役の地位の維持を目的とするものではないと当

社は考えており、また、本プランは、東京証券取引所が平成27年６月１日に適用を開始した「コーポレートガバ

ナンス・コード」の「原則１－５ いわゆる買収防衛策」を踏まえた内容のものとなっております。

　

(3) 研究開発活動

　該当事項はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 294,196,000

計 294,196,000
 

　(注)平成29年６月22日開催の第93回定時株主総会において、当社普通株式について、10株を１株の割合で併合する

旨、及び株式併合の効力発生日である平成29年10月１日をもって発行可能株式総数を294,196,000株から

29,419,600株に変更する定款変更を行う旨が承認可決されております。

 
② 【発行済株式】

 

種類
第１四半期会計期間末
現在発行数(株)
(平成29年６月30日)

提出日現在
発行数(株)

(平成29年８月10日)

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 83,522,024 83,522,024
東京証券取引所
市場第一部

単元株式数は1,000株
であります。

計 83,522,024 83,522,024 ― ―
 

　(注)平成29年６月22日開催の第93回定時株主総会において、株式併合の効力発生日である平成29年10月１日をもっ

て単元株式数を1,000株から100株に変更する定款変更を行う旨が承認可決されております。

 
(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

 

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成29年４月１日～
平成29年６月30日

─ 83,522,024 ─ 6,053,030 ─ 4,730,211
 

 

(6) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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(7) 【議決権の状況】

当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載

することができないことから、直前の基準日(平成29年３月31日)に基づく株主名簿による記載をしております。

① 【発行済株式】

   平成29年３月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ─ ─ ―

議決権制限株式(自己株式等) ─ ─ ―

議決権制限株式(その他) ─ ─ ―

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)
普通株式 6,636,000

─ ―

完全議決権株式(その他) 普通株式 76,523,000 76,523 ―

単元未満株式 普通株式 363,024 ─ 一単元(1,000株)未満の株式

発行済株式総数 83,522,024 ─ ―

総株主の議決権 ─ 76,523 ―
 

(注) １．「完全議決権株式(その他)」欄の普通株式には、株式会社証券保管振替機構名義の株式が1,000株(議決権１

個)含まれております。

２．「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式798株が含まれております。

 

② 【自己株式等】

  平成29年３月31日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

(自己保有株式)
株式会社よみうりランド

東京都稲城市矢野口
4015番地１

6,636,000 ─ 6,636,000 7.94

計 ― 6,636,000 ─ 6,636,000 7.94
 

 

２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

 

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府令

第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。)に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間(平成29年４月１日から平成

29年６月30日まで)及び第１四半期連結累計期間(平成29年４月１日から平成29年６月30日まで)に係る四半期連結財務

諸表について、新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

(1)【四半期連結貸借対照表】

           (単位：千円)

          
前連結会計年度
(平成29年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成29年６月30日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 4,313,770 6,257,282

  受取手形及び売掛金 1,566,469 967,331

  たな卸資産 135,427 196,473

  繰延税金資産 136,813 94,303

  その他 206,598 289,351

  貸倒引当金 △1,028 △398

  流動資産合計 6,358,050 7,804,344

 固定資産   

  有形固定資産   

   建物及び構築物（純額） 27,785,539 27,522,484

   土地 16,390,743 16,225,448

   建設仮勘定 109,905 130,983

   その他（純額） 4,841,323 4,628,478

   有形固定資産合計 49,127,512 48,507,395

  無形固定資産   

   その他 66,366 69,598

   無形固定資産合計 66,366 69,598

  投資その他の資産   

   投資有価証券 12,261,746 12,240,820

   繰延税金資産 185,738 182,477

   その他 312,608 289,274

   投資その他の資産合計 12,760,094 12,712,571

  固定資産合計 61,953,973 61,289,566

 資産合計 68,312,023 69,093,910
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           (単位：千円)

          
前連結会計年度
(平成29年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成29年６月30日)

負債の部   

 流動負債   

  営業未払金 448,848 415,529

  短期借入金 ※1  2,070,000 ※1  2,070,000

  1年内返済予定の長期借入金 1,424,236 1,642,556

  未払法人税等 250,145 592,232

  賞与引当金 131,345 34,038

  その他 1,858,563 1,666,273

  流動負債合計 6,183,138 6,420,629

 固定負債   

  長期借入金 8,754,764 8,228,945

  繰延税金負債 2,460,701 2,434,304

  退職給付に係る負債 522,857 525,949

  長期預り金 24,196,655 24,163,966

  その他 541,266 540,738

  固定負債合計 36,476,244 35,893,903

 負債合計 42,659,383 42,314,532

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 6,053,030 6,053,030

  資本剰余金 4,730,631 4,730,631

  利益剰余金 12,904,854 14,066,762

  自己株式 △2,277,354 △2,277,674

  株主資本合計 21,411,161 22,572,749

 その他の包括利益累計額   

  その他有価証券評価差額金 4,244,831 4,210,150

  繰延ヘッジ損益 △3,352 △3,522

  その他の包括利益累計額合計 4,241,479 4,206,628

 純資産合計 25,652,640 26,779,377

負債純資産合計 68,312,023 69,093,910
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(2)【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第１四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年６月30日)

売上高 4,986,525 4,713,246

売上原価 3,936,701 3,792,926

売上総利益 1,049,824 920,320

販売費及び一般管理費 503,833 512,525

営業利益 545,991 407,795

営業外収益   

 受取配当金 149,268 151,115

 建設発生土受入金 160,392 －

 その他 25,891 11,386

 営業外収益合計 335,552 162,501

営業外費用   

 支払利息 16,593 12,093

 その他 3,431 1,256

 営業外費用合計 20,025 13,350

経常利益 861,518 556,946

特別利益   

 固定資産売却益 － 1,454,704

 特別利益合計 － 1,454,704

特別損失   

 固定資産除却損 1,236,632 47,984

 減損損失 1,356,662 －

 特別損失合計 2,593,294 47,984

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

△1,731,776 1,963,666

法人税、住民税及び事業税 140,400 574,809

法人税等調整額 △1,029,415 34,736

法人税等合計 △889,014 609,545

四半期純利益又は四半期純損失（△） △842,761 1,354,121

親会社株主に帰属する四半期純利益又は親会社株主
に帰属する四半期純損失（△）

△842,761 1,354,121
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【四半期連結包括利益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第１四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年６月30日)

四半期純利益又は四半期純損失（△） △842,761 1,354,121

その他の包括利益   

 その他有価証券評価差額金 △757,790 △34,680

 繰延ヘッジ損益 △1,139 △170

 その他の包括利益合計 △758,930 △34,850

四半期包括利益 △1,601,692 1,319,270

（内訳）   

 親会社株主に係る四半期包括利益 △1,601,692 1,319,270

 非支配株主に係る四半期包括利益 － －
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【注記事項】

(継続企業の前提に関する事項)

該当事項はありません。

　

(連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更)

該当事項はありません。

　

(四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理)

該当事項はありません。

　

(四半期連結貸借対照表関係)

※１ 当社は、運転資金の効率的な調達を行うため取引銀行２行と貸出コミットメント契約を締結しております。

この契約に基づく当第１四半期連結会計期間末における借入金未実行残高等は次のとおりであります。

　

 
前連結会計年度

(平成29年３月31日)
当第１四半期連結会計期間
(平成29年６月30日)

貸出コミットメントの総額 1,500,000千円 1,500,000千円

借入実行残高 ─千円 ─千円

差引額 1,500,000千円 1,500,000千円
 

　

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半

期連結累計期間に係る減価償却費(無形固定資産に係る償却費を含む。)は、次のとおりであります。

　

 
前第１四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
至 平成28年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
至 平成29年６月30日)

減価償却費 1,030,119千円 888,809千円
 

　

(株主資本等関係)

前第１四半期連結累計期間(自 平成28年４月１日 至 平成28年６月30日)

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成28年６月23日
定時株主総会

普通株式 231,878 3.00 平成28年３月31日 平成28年６月24日 利益剰余金
 

　
２．基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計期間の末日

後となるもの

該当事項はありません。
　

３．株主資本の著しい変動

株主資本の金額は、前連結会計年度末日と比較して著しい変動がありません。
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当第１四半期連結累計期間(自 平成29年４月１日 至 平成29年６月30日)

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成29年６月22日
定時株主総会

普通株式 192,213 2.50 平成29年３月31日 平成29年６月23日 利益剰余金
 

　
２．基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計期間の末日

後となるもの

該当事項はありません。
　

３．株主資本の著しい変動

株主資本の金額は、前連結会計年度末日と比較して著しい変動がありません。

　

(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ 前第１四半期連結累計期間(自 平成28年４月１日 至 平成28年６月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

     (単位：千円)

 

報告セグメント
調整額
(注)１

四半期連結
損益計算書
計上額
(注)２

総合レジャー
事業

不動産事業
サポート
サービス事業

計

売上高       

  外部顧客への売上高 4,491,178 349,485 145,861 4,986,525 ─ 4,986,525

  セグメント間の内部
  売上高又は振替高

1,808 900 509,074 511,783 △511,783 ─

計 4,492,986 350,385 654,936 5,498,308 △511,783 4,986,525

セグメント利益 742,087 227,328 31,984 1,001,400 △455,409 545,991
 

(注) １．セグメント利益の調整額△455,409千円には、セグメント間取引消去△709千円及び各報告セグメントに配分

していない全社費用△454,699千円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一

般管理費であります。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
　
２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

「総合レジャー事業」セグメントにおいて、当社の所有する船橋オートレース場の諸資産に関して、工作物等を

収去のうえ、土地所有者に明け渡すことで合意に達しました。これに伴い、当第１四半期連結累計期間に固定資産

の減損損失1,356,662千円を計上しております。
　
Ⅱ 当第１四半期連結累計期間(自 平成29年４月１日 至 平成29年６月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

     (単位：千円)

 

報告セグメント
調整額
(注)１

四半期連結
損益計算書
計上額
(注)２

総合レジャー
事業

不動産事業
サポート
サービス事業

計

売上高       

  外部顧客への売上高 4,250,875 313,986 148,384 4,713,246 ─ 4,713,246

  セグメント間の内部
  売上高又は振替高

1,553 900 451,607 454,060 △454,060 ─

計 4,252,429 314,886 599,991 5,167,307 △454,060 4,713,246

セグメント利益 636,362 199,264 32,999 868,626 △460,831 407,795
 

(注) １．セグメント利益の調整額△460,831千円には、セグメント間取引消去3,212千円及び各報告セグメントに配分

していない全社費用△464,043千円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一

般管理費であります。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　該当事項はありません。

　

(金融商品関係)

四半期連結財務諸表規則第17条の２の規定に基づき、注記を省略しております。

 

(有価証券関係)

四半期連結財務諸表規則第17条の２の規定に基づき、注記を省略しております。

 

(デリバティブ取引関係)

四半期連結財務諸表規則第17条の２の規定に基づき、注記を省略しております。

 

(企業結合等関係)

該当事項はありません。

 

(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額又は１株当たり四半期純損失金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 

項目
前第１四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
至 平成28年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
至 平成29年６月30日)

 １株当たり四半期純利益金額又は
 １株当たり四半期純損失金額(△)

△10円90銭 17円61銭

    (算定上の基礎)   

   親会社株主に帰属する四半期純利益金額又は
   親会社株主に帰属する四半期純損失金額(△)(千円)

△842,761 1,354,121

   普通株主に帰属しない金額(千円) ─ ─

   普通株式に係る親会社株主に帰属する
   四半期純利益金額又は
   普通株式に係る親会社株主に帰属する
   四半期純損失金額(△)(千円)

△842,761 1,354,121

    普通株式の期中平均株式数(株) 77,283,661 76,884,818
 

(注)  潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

(重要な後発事象)

該当事項はありません。

 

２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
 

平成29年８月10日

株 式 会 社　よ み う り ラ ン ド

取　締　役　会　　御中

 

新日本有限責任監査法人
 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士　　中　村　和　臣　　　印

 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士　　須　山　誠一郎　　　印

 

　

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社よみう

りランドの平成29年４月１日から平成30年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間(平成29年４月１日か

ら平成29年６月30日まで)及び第１四半期連結累計期間(平成29年４月１日から平成29年６月30日まで)に係る四半期連結

財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四

半期レビューを行った。

　

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸

表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対す

る結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準

拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と

認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社よみうりランド及び連結子会社の平成29年６月30日現在

の財政状態及び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項が

すべての重要な点において認められなかった。

　

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以  上

 
 

（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期

報告書提出会社）が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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